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ArcGISによる衛星データの取り込みと表示



 
  



リモセン演習２ ArcGIS による衛星データの取り込みと表⽰ 

演習内容 

衛星画像データ（神奈川県藤沢市付近）を ArcGIS 上に表⽰し、緑被地を抽出し、地点ごとの緑

被率および地表⾯温度を計測する。 

 

1. データの準備 
(1) 「fujisawa.zip」と「ASTER.zip」を右クリックし、[解凍]－[ここに解凍」を選ぶ。 

(2) 「fujisawa」フォルダと「ASTER」フォルダができる。 

(3) 作業途中で作成されるベクトルデータ、

ラスタデータの保存⽤として、

ArcCatalog で「rimosen.gdb」を新規

作成しておく。 

 

 

 【fujisawa.zip】 
データ項⽬名 データセット名 データ形式 ファイル名 備考 

神奈川県藤沢市

内の町丁⽬⼈⼝ 
jinko Shape 形式

·jinko.shp 

·jinko.dbf 

·jinko.shx 

·jinko.sbn 

·jinko.sbx 

（出典）総務省地図で⾒る統計（統計

GIS）  

藤沢市内の道路 Road Shape 形式

·Road.shp  

·Road.dbf 

·Road.shx  

·Road.sbn  

·Road.sbx  

（出典）基盤地図情報 

藤沢市内の駅 Eki Shape 形式

·Eki.shp  

·Eki.dbf 

·Eki.shx  

·Eki.sbn  

·Eki.sbx  

（出典）基盤地図情報 

鉄道は Japan フォルダ内の"JR"を使⽤。

 

解凍 
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データ項⽬名 データセット名 データ形式 ファイル名 備考 

藤沢市内の⽔系 mizu Shape 形式

·mizu.shp  

·mizu.dbf 

·mizu.shx  

·mizu.sbn  

·mizu.sbx  

（出典）基盤地図情報 

藤沢市内の緑地 zyouti Shape 形式

·zyouti.shp  

·zyouti.dbf 

·zyouti.shx  

·zyouti.sbn  

·zyouti.sbx  

（出典）基盤地図情報 

藤沢市内の公共

施設 
tatemono Shape 形式

·tatemono.shp 

·tatemono.dbf

·tatemono.shx 

·tatemono.sbn 

·tatemono.sbx 

市役所、公⽴学校、体育館、公⺠館など。

（出典）基盤地図情報 

藤沢市内の市街

化区域 
gaiku Shape 形式

·gaiku.shp  

·gaiku.dbf 

·gaiku.shx  

·gaiku.sbn  

·gaiku.sbx  

都市計画で定められた、すでに市街化し

ている地域および今後市街化を進めるべ

き地域。（出典）藤沢市都市計画基礎調

査 

藤沢市内15地点

の座標データ 
Point Excel ·Point.xls 緯度・経度で表された座標データ 

【ASTER.zip】 

データ項⽬名 データセット名 
データ形

式 
ファイル名 備考 

藤沢付近の 

衛星画像 
vnir Img 形式

·vnir.img 

·vnir.rrd  

2002 年 8 ⽉ 10 ⽇ Terra 衛星 ASTER/VNIR

（可視近⾚外線）センサ画像（出典）財団法

⼈資源・環境観測解析センター（ERSDAC）

藤沢付近の 

地表⾯温度 
tir Img 形式

·tir.img 

·tir.rrd  

2003 年 10 ⽉ 30 ⽇ 21 時 Terra 衛星

ASTER/TIR（熱⾚外線）センサ画像（出典）

財団法⼈資源・環境観測解析センター 
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2. 座標データの表⽰ 
神奈川県藤沢市内 15 ヶ所の地点の X 座標・Y 座標データをもとに Shape ファイルを作

成し、ArcMap で表⽰する。  

2.1  背景の表⽰  
背景に道路や駅、町丁⽬界などを表⽰する。 

 (1)ArcCatalog で、「fujisawa」フォルダの中の「fujisawa.mxd」をクリック。 

※ もし、何も表⽰されなければ コンテンツウインドウの「Shonanodai_eki」を右ク

リックし、「データ－データソースの修正」を選び、 「 fujisawa フォルダ」 – 

「Shonanodai_eki 」 を選ぶ。 

データソースの修正 

 

jinko、road、eki、tetudo、mizu、zyouti、tatemono、gaiku が表⽰される。 

 

藤沢市内の施設・町丁⽬界の表⽰ 
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 2.2  15 地点の表⽰ 
(1)ファイル－データの追加－XY データの追加を選ぶ。 

 

XY データの追加 

(2) で「fujisawa」フォルダの中の「Point.xls – Sheet1$」を選ぶ。 

X フィールドを「X」、Y フィールドを「Y」にして、OK。「テーブルに Object-ID フ

ィールドがありません」ウインドウが出ても OK をクリック、地点が表⽰される。 

XY データの追加 

地点の表⽰ 
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(4)コンテンツウインドウの Sheet1$_イベントを右クリックし、「データ－データのエク

スポート」を選び、「fujisawa」フォルダに 「Point.shp」として保存する。 

「マップにレイヤとしてエクスポートデータを追加しますか」は、「はい」を選ぶ。 

 

データエクスポートで保存 

(5) で「fujisawa.mxd」ファイルを上書き保存する。 

 2.3  ID フィールドの作成 
Point.shp に整数 の ID フィールドをつける。 

(1)コンテンツウインドウで「Point」を右クリック -> [属性テーブルを開く(T)] 

属性テーブルを開く  

(2) 「テーブルオプション」ボタンを押し、「フィールドの追加…」をクリック。 

テーブルオプション 
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(3) 「フィールドの追加」ウインドウが表⽰されたら、「名前(N):」に「ID」と⼊⼒して、

[OK]をクリック。 

フィールドの追加 

(4)「ID」を右クリック->「フィールド演算…」をクリック。 

フィールド演算をクリック  

(5) 上の「フィールド」のウインドウから「No」を⾒つけてダブルクリックし、「ID=」

の下のウインドウに「[No]」を表⽰させて[OK]をクリック。 

フィールド演算 
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 3. 衛星画像データを表⽰
藤沢市内の ASTER 衛星画像を表⽰する。 

(1)データの追加 で、「ASTER」フォルダから ASTER 衛星画像「vnir.img」を選んで、

「追加」をクリック。 

 

Vnir.img を選んで、「追加」をクリック 

 (2)gaiku や zyouti は画像の上に重なっているので、TOC（左のウインドウ）のチェック

を外す。 

 
 

重なっているレイヤの 

チェックを外す 
ASTER 衛星画像が表⽰された 

※Google Earth の衛星画像とは違って、可視光線だけでなく近⾚外線（⻘い部分）も表⽰

されている。 
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4. NDVI による緑被地の抽出
 NDVI（Normalized Differential Vegetation Index：正規化植⽣指標）という指標を使

って、緑被地を抽出する。 

  

4.1 NDVI の計算 
 Vnir.img に は、band1-4 の４つのレイヤがある。このうち、band3（Near Infra Red）

と band2（Red）の値を使って、次の計算を⾏う。 

              NDVI = （Near Infra Red － Red）／（Near Infra Red ＋ Red） 

 (1) band3 と band2 を個別に追加。 

データの追加 で、もういちど「ASTER – vnir.img」を選んで、こんどはダブルクリ

ックする。Band1~4 が表⽰されるので、Shift キーを押しながら Band2 と 3 を選択する。 

 

Vnir.img をダブルクリック Band2 と 3 を選んで「追加」をクリック 

(2)[ArcToolbox]－[Spatial Analyst ツール]－[マップ代数演算]―[ラスタ演算] を選ぶ。 

「ラスタ演算」を選ぶ 
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(3)数式ボックスの中に、 

(Float("vnir.img - Band_3") - Float("vnir.img - Band_2")) / (Float("vnir.img - 

Band_3") + Float("vnir.img - Band_2")) 

という演算式を⼊⼒する。上記をこのままコピペして OK。 

NDVI の式を⼊れる 

(4)出⼒ラスタは「rimosen.gdb」へ「raster」の名前で保存する。「OK」を押すと、計算

結果が表⽰される。 
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4.2 NDVI の再分類 
レイヤ raster の凡例の値をみると、NDVI は-1 から 1 の間の値をとっている。このとき、

「NDVI>0 ならば植⽣がある（緑に被われている）」と仮定して、NDVI≦0 と NDVI>0 の

2 グループに再分類する。 

  

(1) [ArcToolbox]－ [Spatial Analyst]－[再分類]－[再分類]を選ぶ。 

(2)⼊⼒ラスタの右の▼をクリックして「raster」を選び、出⼒ラスタの右の を押して

「rimosen.gdb」へ名前を「NDVI」として保存ボタンをクリック。 

(3)「分類ボタン」をクリック。 

 

再分類を選択 再分類 
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 (4)分類⼿法：等量、クラス：2 とし、閾値の１つ⽬を 0 とし、「OK」をクリック。 

 

分類 

(5) 「新しい値」に上から順に「0」「1」を⼊⼒し、「OK」をクリック。 

 

新しい値の変更 
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(6)再分類結果が表⽰されるので、コンテンツウインドウの「NDVI」をダブルクリックし、

プロパティの「シンボル」タブで、⾒やすい⾊（緑）に変更する。 

 

「NDVI」をダブルクリック 計算結果の⾊設定 

 

緑⾊の部分が緑被地  
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 5. 緑被率の集計 
作成した 15 地点のポイント周辺半径 100m の緑被率を集計するには、まずバッファを作

成し、ゾーン統計情報で平均値を集計する。 

ここでいう「緑被率」とは、全⾯積に占める緑被地の割合である（都市計画で使われる「緑

地率」とは違う）。緑被地は緑地以外にもあるため、緑被地と緑地は必ずしも⼀致しない。  

5.1  15 地点のバッファを作成 
 (1) [ジオプロセシング]－[バッファ]を選び、15 地点のポイントにバッファを作成。 

バッファを選択 

 (2) 「バッファ」ウインドウで、⼊⼒フィーチャの右の▼を押して、「Point」を選択 

出⼒フィーチャクラスの右の を押して、「rimosen.gdb」へ「point_Buffer」 

距離単位：100 メートル 

 

15 地点のポイントにバッファを作成 各地点にバッファが作成された 
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5.2  緑被率の計算 
(1) [ArcToolbox]－[Spatial Analyst]－[ゾーン]－[ゾーン統計をテーブルに出⼒] 

(2) 「ゾーン統計をテーブルに出⼒」ウインドウ 

⼊⼒ラスタ、またはフィーチャゾーンデータの右の▼を押して、point_buffer 

ゾーンフィールドの右の▼を押して、ID 

⼊⼒値ラスタの右の▼を押して、NDVI 

出⼒テーブルの右の を押して、「rimosen.gdb」に ryokuhi（テーブル＝dbf） 

 

 

ゾーン統計をテーブルに出⼒を選択 ゾーンの統計情報 
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5.3  緑被率の記録 
(1)ArcCatalog で「ryokuchi」をエクスポート（dBASE シングル）する。 

出⼒場所は「fujisawa」フォルダ 

出⼒テーブルは「ryokuhi.dbf」 

(2)Excel を起動。  

[ファイル]－[開く] で、ファイルの種類を「すべてのファイル」とする。 

「fujisawa」フォルダ－「ryokuhi.dbf」を開く。 

「ryokuhi.dbf」は、ArcCatalog 上の「ryokuchi」テーブルと同じもの。 

0.000 しか 表⽰されないときは、列の境界線を右にドラッグすると列の幅が広がり、⼩

数点以下の桁数が増える。 

ファイルの種類：「すべてのファイル」 Ryokuhi.dbf 

(3) 「fujisawa」フォルダの「Point_data.xls」を開く。 

Point_data.xls 

(4) ryokuhi.dbf の「MEAN（平均）」の列のデータを、「Point_data.xls」の「緑被率」

の列にコピペして、「Point_data.xls」を上書き保存する。 
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6. 地表⾯温度の集計 
 地表⾯温度データを使って、15 地点のポイント周辺半径 100m の地表⾯温度を集計する。 

6.1 地表⾯温度データの表⽰ 

(1) データの追加 で、地表⾯温度のデータ「ASTER – tir.img」を選んで、「追加」を

クリックする。 

(2) tir が⽩⿊で表⽰される。 

他の⾊に変更しても OK。コンテンツウインドウの「tir」をダブルクリックし、プロパ

ティの「シンボル」タブで、表⽰を「ストレッチ」にして⾊を変更。 

 6.2 地表⾯温度の計算 
5.2 の緑被率の計算と同様に作業する。 

(1) [ArcToolbox]－[Spatial Analyst]－[ゾーン]－[ゾーン統計をテーブルに出⼒] 

(2) 「ゾーン統計をテーブルに出⼒」ウインドウ 

⼊⼒ラスタ、またはフィーチャゾーンデータの右の▼を押して、point_Buffer 

ゾーンフィール ドの右の▼を押して、ID 

対象ラスタの右の▼を押して、tir.img 

出⼒テーブルの右の を押して、「rimosen.gdb」に ondo（テーブル＝dbf） 

 

ゾーン統計をテーブルに出⼒ 

(3) 「fujisawa.mxd」ファイルは で上書き保存する。 
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 6.3 地表⾯温度の記録 
単位は 0.1K（ケルビン）なので、℃に換算してから Point_data.xls にコピペする。 

(1) ArcCatalog で「ondo」をエクスポート（dBASE シングル）する。 

出⼒場所は「fujisawa」フォルダ 

出⼒テーブルは「ondo.dbf」 

(2) Excel で、「fujisawa」フォルダの「ondo.dbf」を開く。 

(3) Excel で、 －[新規作成]で「新しいブック」を作成する。 

(4) 「ondo.dbf」の「MEAN（平均）」の列のデータを、新しいファイルにコピペする。 

(5) ℃ = K － 273.15 で、℃に換算する（下図のように⼊⼒）。 

 

°C に換算 

(6) ℃に換算した結果をコピーする。 

(7) Excel で、「fujisawa」フォルダの「Point_data.xls」を開く。 

(8) 「Point_data.xls」の「地表⾯温度」の列の２⾏⽬を右クリックし、「形式を選択して

貼り付け」を選ぶ。 

(9) 「形式を選択して貼り付け」ボックスで、「値」を選び、「OK」をクリックする。 

 

「形式を選択して貼り付け」を選ぶ 「形式を選択して貼り付け」 
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補⾜ DEM データの 3D 表⽰ 
(1) 「DEM10m.zip」を右クリックし、[解凍]－[ここに解凍]を選ぶと「DEM10m」 フォ

ルダが作成される。 

(2) ArcMap を起動して、 をクリックし、「DEM10m」 フォルダにある DEM10m.img

をマップに追加する。 重なっているレイヤ「gaiku」などを⾮表⽰にする。 

 

データが追加されたマップ  

(3) DEM10m.img の[プロパティ] －[シンボル]で、ストレッチを選ぶ。 

「陰影起伏効果を使⽤」にチェックする。 

湘南台駅から⻄⽅のアップダウンの様⼦を把握する。 

縮⼩して、市域全体を表⽰してみる。 

透過表⽰を利⽤して、地形と緑⽐率、地表⾯温度との関係性を⾒てみること。 

 

 

シンボルの設定 陰影起伏効果 市域全体を表⽰ 

(4) もっと細かいデータ（5ｍDEM）でも同様に確認すること。   
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レポート課題 
１ 演習で作成した緑被地・地表⾯温度の図を、それぞれ主題図として完成させること。 

必要であれば、⾏政界など他のデータを重ねる、クリップ機能を使ってサブセットを作

成するなど、主題図として⾒やすくなるような⼯夫をすること。 

２ 再分類する前の NDVI の画像や VNIR の画像も参照しながら、主題図から読み取れるこ

とを 400 字程度で併記すること。  

 

Tips： 

・NDVI は植⽣（植物）の存在を直接⽰すものではなく、植⽣の活性度と相関がある、とい

う指標である。つまり、NDVI の値が⾼くても植⽣ではない可能性がある。 

・熱画像の値は気温を表しているわけではなく、地表の地物の温度（厳密には少し違うが）

を表している。地（海）上の気温と相関がある値、というような理解をすること。 
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参考      植⽣指標（NDVI）とは 
 

1.  植⽣指標 
植⽣指標とは、植物による光の反射の特徴（植物の緑葉は⻘領域と⾚領域の波⻑を吸収し、近

⾚外線領域の波⻑を強く反射する）を活かし、衛星データを使って簡易な計算式で植⽣の状況を

把握することを⽬的として考案された指標で、植物の量や活⼒を表しています。 

代表的な植⽣指標には、NDVI(Normalized Difference Vegetation Index：正規化植⽣指標)

があり、⾚波⻑（Ｒ）と近⾚外波⻑（ＩＲ）の値を⽤いて植⽣指数を算出します。  

2.  植⽣指標データの作成 
2-1.  植⽣指標データの計算  

(1)NDVI の計算 

 

• R：衛星データ(可視域⾚)の反射率  

• IR：衛星データ（近⾚外域)の反射率  

• NDVI：-1〜+1 の値  

(注) NOAA 衛星 AVHRR センサーの場合、R はチャンネル 1(0.58 - 0.68μm) 

      Terra 衛星 MODIS センサーの場合、R はチャンネル 1(0.620 - 0.670μm) 

      NOAA 衛星 AVHRR センサーの場合、IR はチャンネル 2(0.725 - 1.10μm) 

      Terra 衛星 MODIS センサーの場合、IR はチャンネル 2(0.841 - 0.876μm)  

このように、衛星データの可視域(⾚)の反射率と近⾚外域の反射率を使⽤して NDVI を計算

します。  

植⽣が多い部分ほど可視域⾚のチャンネル１の値は⼩さくなり、また逆に、近⾚外域のチャ

ンネル 2 の値が⼤きくなります。  

(2)植⽣指標データの計算(NDVI の整数化)  
植⽣指標データ = (NDVI + 1.0) * 100 

(注) 0〜200 の整数化(8bit)した植⽣指標データになります。 

NDVI を整数化した結果得られる植⽣指標データの値は、0 から 200 までの値となります。

数字が⼤きいほど、植⽣が多いという結果となります。  
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2-2.  最⼤値植⽣指標データの作成  
雲が上空にある場合は、地表の正しい植⽣の様⼦を知ることはできません。⽇本列島は雲に

覆われていることが多く、⼀度に⽇本列島全域の雲の無いデータが得られることは稀です。そ

こで、毎⽉得られた各観測データの植⽣指標データから、最⼤値を抽出することによって、雲

の影響の少ない植⽣指標データを作成しています。雲のある場所は植⽣指標データの値が低く

なる性質を利⽤する⽅法です。  

 

2-3.  1km 植⽣指標データの作成  
2-1、2-2 の⼿法を使って NOAA 衛星 AVHRR センサーの観測データから 1km 植⽣指標デ

ータを作成します。毎回取得するデータを毎⽉の上旬、中旬、下旬で合成し、旬別植⽣指標デ

ータを作成しています。さらに、上中下旬の旬別植⽣指標データを合成し、⽉別植⽣指標デー

タを作成しています。ただし、対象となっている期間中に、ずっと雲や雪などで地表が覆われ

ているようなときは、植⽣指標データの値が⼩さくなることもあります。  

また、⽔域については雲の除去が難しいため、便宜的にマスク処理を施して、0 の値を格納

しています。  

 

2-4.  250m 植⽣指標データの作成  
2-3 と同様に、2-1 と 2-2 の⼿法を使って、Terra 衛星 MODIS センサーの観測データから

250m 植⽣指標データを作成します。毎回取得するデータを毎⽉の前半と後半で合成し、半⽉

別植⽣指標データを作成しています。さらに、毎⽉の前半と後半の半⽉別植⽣指標データを合

成し、⽉別植⽣指標データを作成しています。  

また、⽔域については雲の除去が難しいため、⽔域である海、湖沼、河川には、便宜的にマ

スク処理を施して、255 の値を格納しています。さらに、衛星がデータ作成対象範囲の陸域を

観測できなかった場合やセンサー天頂⾓が 40 度以上または太陽天頂⾓が 70 度以上の場合は、

正確な植⽣指標データの値が得られないことから便宜的に 0 の値を格納しています。  
 

(出典) 

国⼟環境モニタリング 

http://www1.gsi.go.jp/geowww/EODAS/index.html 
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